
島根県次世代育成支援行動計画「しまねっ子すくすくプラン」
平成２４年度末における目標達成状況
１　総　括
「しまねっ子すくすくプラン（島根県次世代育成支援行動計画）」の後期計画（計画期間　平成22～26年度。平成22年3月策定。）の平成２４年度末における目標達成状況を取りまとめました。
目標数値を設定した全８７項目の達成状況は下表２のとおりで、およそ８割が「A目標を達成した」及び「B順調である」と、また、１割強は「C遅れているが、目標年度には回復可能」としており、全体として概ね順調に推移しています。
一方で、「D遅れており、目標年度の目標達成は微妙」となっている事業が５項目ありますが、それぞれ目標達成に向け取組むこととしています。
	《達成状況の判断》
「しまねっこすくすくプラン」については、各年度末の目標数値の設定がされているものとそうでないものがあり、達成状況については各事業課の判断に基づくものです。


２　設定した目標数値（全８７項目）に対する達成状況（担当課の判断）
	 「A 目標を達成した」
 「B 順調である」
 「C 遅れているが、目標年度には回復可能」
 「D　遅れており、目標年度の目標達成は微妙」
	３７項目
３４項目
１１項目
５項目


３　「遅れており、目標年度の目標達成は微妙」としている事業
	施策番号
	事業名
	事業目標
	Ｈ21年度
	Ｈ24年度末
	目標数値

	
	
	進捗状況に関するコメント
	今後の見通し、25年度の取組方針

	Ⅰ-１-②
	地域社会で子どもが健やかに育つ環境づくり
	子ども支援センター継続支援員登録数
	437人
	358人
	500人

	
	
	子ども支援センター相談員、立ち直り支援ボランティア等の連携により立ち直り支援活動は順調に推移しているが、H21年度から真に活動が可能な継続支援員のみ登録する等「継続支援登録」の見直しを行っており、その結果、形骸化していた継続支援員が登録から外れたため、目標値を大幅に下回ることとなった。
	複雑､多様化する子どもの問題に対応するため、関係機関・団体との連携を強化し、重層的な支援対策に取り組む。

	Ⅱ-3-①
	ひとり親家庭等への自立支援
	就業支援策により自立に結びついたと考えられるひとり親世帯等の数
	148人
	107人
	160人

	
	
	経済状況が厳しいことから目標数値を下回る状況である。
	H20年度に策定したひとり親家庭等自立支援計画に基づき、総合的かつ、きめ細やかな施策を推進する。

就業自立支援センター事業を充実させ、サービスの利用が必要な人が適宜利用出来るように、「児童扶養手当のしおり」や「ひとり親家庭ハンドブック」を利用し、制度や事業の広報を引続き強化する。

	Ⅱ-６-①
	都市公園の整備
	移動等円滑化基準への適合公園数※／便所の設置都市公園数(箇所)　※バリアフリー新法に基づくバリアフリー化基準への適合公園数
	41％
	40％
	45％

	
	
	トイレのバリアフリー化の進捗は伸び悩んでいるが、質的向上（施設のバリアフリー化、施設の改築更新）には積極的に取り組んでいる。
	引き続き早期供用を目指し継続して整備に努める。また、質的改良にも積極的に取り組んでいく。

	Ⅱ-６-②
	子どもを犯罪等の被害から守る活動の推進
	みこぴー安全メール加入件数
	4,529件
	8,619件
	20,000件

	
	
	Ｈ26の目標数値（20,000件）に対して、Ｈ24末の登録者は8,619件と大幅に下回っているが、防犯ボランティアを中心に登録者の拡大に向けた取組を強力に推進した結果、登録件数は順調に増加している。

	登録者数は、年々、増加している状況にあることから、情報紙やチラシ等の各種広報媒体を活用した広報啓発活動を強力に推進する。
また、「子ども・女性」みまもり運動の取組みに併せて、事業所単位での登録拡大を図る。

	Ⅲ-７-②
	産業体験環境の充実
	産業体験後の定着者数
	28人
	20人
	30人

	
	
	平成24年度の定着数は目標を下回ったが平成24年度に体験を開始した者が多くおり、この現在体験中の者が平成25年度に定着につながると見込まれる。体験者数を増やすため、今後も事業周知を図る必要がある。
	事業の周知を行うとともに、受入先を増やしていくことで、体験内容や体験地域の充実を図る必要がある。


　　
４　事業・目標達成状況一覧　　　　別表１のとおり
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